
符
合
す
る
所
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
諸
項
の
検
討
に
よ
り
次
の
よ
う
に
云
う
こ
と
が
で
き
る
で

坐
め
テ
つ
声
フ
Ｏ

左
伝
は
合
理
主
義
的
な
士
君
子
の
出
現
を
告
げ
る
と
共
に
、
尚
巫

的
世
界
の
怪
奇
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
こ
の
左
伝
を
背
景
に
し
て

み
る
と
き
、
扁
鵲
伝
は
素
問
霊
枢
の
世
界
に
極
め
て
近
い
。
寧
ろ
相

主
義
の
信
条
で
あ
ろ
う
。

（
横
浜
市
・
開
業
）

罰
巨
臓
閏
○
○
目
一
は
申
す
ま
で
も
な
く
総
胆
管
・
十
二
指
腸
接
合

部
に
お
け
る
括
約
筋
を
発
見
し
た
イ
タ
リ
ヤ
の
生
理
学
者
で
、
一
八

六
四
年
七
月
二
十
日
ご
日
寓
国
地
方
の
中
心
都
市
勺
①
昌
哩
四
に
生

れ
た
。
一
九
八
四
年
七
月
二
十
日
は
そ
の
生
誕
百
二
十
年
に
当
る
記

念
日
で
あ
る
。

一
八
八
七
年
、
彼
は
医
学
部
四
年
在
学
中
の
研
究
論
文
に
て
彼
の

名
を
冠
す
る
括
約
筋
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
園
吊
目
①
に
転
じ
た
後

も
同
括
約
筋
の
生
理
学
的
意
義
に
つ
い
て
研
究
を
継
続
し
、
今
日
胆

道
外
科
に
て
繁
用
さ
れ
る
術
中
胆
道
内
圧
測
定
法
の
基
礎
を
つ
く
り

あ
げ
た
。

著
者
は
一
九
八
三
、
一
九
八
四
年
再
度
に
わ
た
っ
て
弔
国
侭
崗
を

訪
れ
、
彼
の
事
跡
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
若
干
の
知
見
を
得
た
の

で
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。
弔
閂
属
国
市
当
局
は
彼

詞
巨
隠
閂
Ｏ
Ｏ
Ｑ
ｇ
と
同
括
約
筋
の
今
日
的

意
義

'｣、

野
慶
一
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の
業
績
顕
彰
の
目
的
と
生
誕
百
二
十
年
を
記
念
し
て
、
国
闇
圏
困
早

隠
閏
○
○
＆
ヌ
オ
ッ
ジ
広
場
）
を
市
内
に
建
設
中
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
経
過
に
つ
い
て
も
述
べ
て
み
た
い
。

（
弘
前
大
学
医
学
部
第
二
外
科
）

金
・
元
時
代
の
医
学
は
、
そ
の
王
朝
名
を
つ
け
て
、
い
わ
ゆ
る

「
金
元
医
学
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ
る
四
大
家
（
河
間
学
派
、
易
水

学
派
）
の
学
説
が
形
成
さ
れ
、
医
学
思
想
の
発
展
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

中
国
医
学
は
金
・
元
の
こ
ろ
に
一
変
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

金
・
元
は
中
国
へ
の
侵
入
者
で
あ
る
。
金
の
河
北
侵
入
に
よ
っ
て

宋
王
朝
は
滅
ぼ
さ
れ
、
宋
の
皇
族
が
河
南
に
お
い
て
帝
位
に
つ
き
、

南
宋
が
建
て
ら
れ
た
。
河
北
の
支
配
者
と
な
っ
た
金
王
朝
が
元
に
よ

っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
南
宋
も
ま
た
滅
ぼ
さ
れ
て
、
中
国
は
征
服
王

朝
の
元
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
て
、
金
・
元
の
医
家
と
い
わ
れ
て
い
る

人
達
を
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
中
国
人
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人

達
に
つ
い
て
、
『
金
史
』
方
技
伝
の
伝
記
を
み
る
と
、
科
挙
に
合
格

金
・
元
時
代
に
お
け
る
社
会
と
医
家

の
地
位

山

本
徳
子
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